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 エコ通勤とは、「クルマから、環境にやさしいエコな通勤手段に転換すること」です。電車通勤、バス通勤、
自転車通勤、徒歩通勤などはすべて、環境負荷の少ない『エコ通勤』。

 一部クルマを使うパーク・アンド・ライド通勤や、時差通勤、テレワークも『エコ通勤』です。

（1)エコ通勤について

（出典：公益財団法人 交通エコロジー・モビリティ財団）
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本年４月３０日付で、市役所本庁舎において

「エコ通勤優良事業所認証」を取得しました
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（出典：公益財団法人 交通エコロジー・モビリティ財団）

（1)エコ通勤について
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（2)市役所職員へのエコ通勤の周知

1）新規採用職員へ向けたエコ通勤の周知

 内定者交流会において、エコ通勤の啓発チラシを配布

 公共交通を利用した通勤を呼びかけ

3）毎月20日を「エコ通勤デー」とし、通勤時間帯の市バス混雑状況の情報提供
 より快適に通勤することができる情報を提供し、公共交通の利用を促進

4）夏の時差勤務の取り組みにあわせ、通勤時間帯の市バス混雑状況の情報提供

2）エコ通勤コミュニケーションアンケートの実施

 通勤環境についての課題を把握し、エコ通勤の周知に活用

↓夏の時差勤務に合せた市バス混雑情報
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（3)取り組みの効果

ばすナビデータ※1より、伊丹市役所最寄りのバス停（伊丹市役所西、伊丹市役所前）で降車した人数を集計

対象となるバス系統は、3、5、11、13、14、17系統

バス停への計画到着時刻が、出勤時間である7時台～8時台のバスを対象

 令和7年4月から9月の平日における市バス利用者の増加率は、前年同月比
で平均2.1％

 令和７年度のエコ通勤デーにおける伊丹市役所最寄りのバス停での降車人数
が、７月を除き令和６年度より増加

（人）

（出典：ばすナビデータ）

3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月

7,3596,4966,7606,1476,8628,0667,1847,2108,4337,2577,2537,031令和6年度

ーーーーーー8,3138,0179,3698,4307,8847,995令和7年度

ーーーーーー15.7%11.2%11.1%16.2%8.7%13.7%前年同月比

3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月

339417385434385351390431463404402403令和6年度

ーーーーーー396471454427452447令和7年度

ーーーーーー1.5%9.3%-1.9%5.7%12.4%10.9%前年同月比

（人） 「エコ通勤デー」における伊丹市役所最寄りのバス停での降車人数※2
（出典：ばすナビデータ）

※１：出典：伊丹市交通局が令和4.4より導入した「市バス混雑情報提供システム」から得られたデータ 約5％程度の誤差あり
※2：20日が休日の場合は振替日：令和6年度→4/22、7/22、10/22、3/21 令和7年度→4/21、7/22、9/22
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通勤時間帯における伊丹市役所最寄りのバス停での降車人数

市役所最寄りのバス停での降車人数の増加率が、市バス利用者の増加率を上回
るなど、取り組みの効果があらわれているものと推測


